
【表紙】
 
【提出書類】 四半期報告書

【根拠条文】 金融商品取引法第24条の４の７第１項

【提出先】 関東財務局長

【提出日】 平成24年10月15日

【四半期会計期間】 第17期第２四半期（自　平成24年６月１日　至　平成24年８月31日）

【会社名】 株式会社スーパーバリュー

【英訳名】 ＳＵＰＥＲ　ＶＡＬＵＥ　ＣＯ.,　ＬＴＤ.

【代表者の役職氏名】 代表取締役執行役員社長　　岸　本　七　朗

【本店の所在の場所】 埼玉県上尾市愛宕三丁目１番40号

【電話番号】 048-778-3222㈹

【事務連絡者氏名】 執行役員経理統括　　中　谷　圭　一

【最寄りの連絡場所】 埼玉県上尾市愛宕三丁目１番40号

【電話番号】 048-778-3222㈹

【事務連絡者氏名】 執行役員経理統括　　中　谷　圭　一

【縦覧に供する場所】 株式会社大阪証券取引所

（大阪市中央区北浜一丁目８番16号）

　 

EDINET提出書類

株式会社スーパーバリュー(E03523)

四半期報告書

 1/16



第一部【企業情報】

第１【企業の概況】

１【主要な経営指標等の推移】

 

回次
第16期

第２四半期連結
累計期間

第17期
第２四半期
累計期間

第16期

会計期間
自　平成23年３月１日
至　平成23年８月31日

自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日

自　平成23年３月１日
至　平成24年２月29日

売上高 （千円） 25,269,478 28,941,564 52,933,270

経常利益 （千円） 507,280 410,447 1,043,242

四半期（当期）純利益 （千円） 187,064 237,511 486,338

持分法を適用した場合の投資利益 （千円） － － －

資本金 （千円） 368,638 368,638 368,638

発行済株式総数 （千株） 2,101 2,101 2,101

純資産額 （千円） 3,832,102 4,286,453 4,105,358

総資産額 （千円） 22,565,697 22,885,099 22,513,346

１株当たり四半期（当期）

純利益金額
（円） 89.06 113.05 231.52

潜在株式調整後１株当たり四半期

（当期）純利益金額
（円） 84.60 107.46 219.90

１株当たり配当額 （円） － － 24.00

自己資本比率 （％） 16.9 18.7 18.2

営業活動によるキャッシュ・フロー （千円） 963,247 1,259,760 －

投資活動によるキャッシュ・フロー （千円） △1,398,817 △428,577 －

財務活動によるキャッシュ・フロー （千円） 1,152,762 △605,078 －

現金及び現金同等物の四半期末

（期末）残高
（千円） 2,380,636 1,417,337 －

　

回次
第16期

第２四半期連結
会計期間

第17期
第２四半期
会計期間

会計期間
自　平成23年６月１日
至　平成23年８月31日

自　平成24年６月１日
至　平成24年８月31日

１株当たり四半期純利益金額 （円） 27.79 31.32

（注）１ 連結子会社でありました匿名組合（㈲上尾企画）が平成23年12月８日に清算し、他の子会社につきましては資

産、売上高等から見て、当企業集団の財政状態及び経営成績の分析に関する合理的な判断を妨げない程度に重要

性が乏しいものとして、当社は第１四半期より四半期連結財務諸表を作成しておりません。また、第16期第２四

半期連結累計期間は四半期連結財務諸表を作成しているため、前第２四半期累計期間に代えて前第２四半期連

結累計期間について記載しております。

　    ２ 売上高には、消費税等は含まれておりません。

　　　３ 持分法を適用した場合の投資利益は、関連会社が存在しないため記載しておりません。
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２【事業の内容】

　当第２四半期累計期間において、当社グループ（当社及び当社の関係会社）が営む事業の内容について、重要な変更

はありません。なお、本書提出日（平成24年10月15日）現在、埼玉県に11店舗、東京都に８店舗（西尾久店、平成24年３

月２日新規出店）、千葉県に１店舗の合計20店舗を展開しております。
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第２【事業の状況】

１【事業等のリスク】

　当第２四半期累計期間において、新たに発生した事業等のリスクはありません。

　また、前事業年度の有価証券報告書に記載した事業等のリスクについて重要な変更はありません。

　

２【経営上の重要な契約等】

　当第２四半期会計期間において、経営上の重要な契約等の決定または締結等はありません。

　

３【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

（１）経営成績の分析

当第２四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）におけるわが国経済は、震災復興需要や

エコカー補助金等の政策効果もあり、景気は緩やかに持ち直し、雇用情勢や所得環境の改善を見せつつありました

が、長期化する円高や欧州の金融問題に加え、中国など新興国の経済成長鈍化や、国内では消費税引き上げ法案の可

決などもあり、景気の先行きは不透明な状況が続いております。

当社の所属する小売業界におきましては、緩やかながらも個人消費が回復する中、業態を超えた価格競争が一層

激しさを増し、厳しい経営環境で推移いたしました。

このような環境の中、当社では、地域一番の価格、安全・安心な商品の提供、お買い物しやすい売場づくり、仕入原

価の低減などに継続して取り組み、前年同期の震災仮需要の反動減や天候不順の影響はありましたが、新店４店舗

の寄与により当社全体の売上高は増収を確保することができました。

また、当期のテーマとして掲げた「環境の激変にも強い会社づくり」の実現に向け、会社の基盤強化を図る取り

組みを進め、３月より順次、自動発注システムの導入、商品の値引き・廃棄ロス及び販売機会ロスの最小化、物流セ

ンターのより効果的な利用（一部商品の備蓄化）などの取り組みを開始したほか、節電・エコ活動の一環として売

場照明のＬＥＤ化を推進するなど経費節減の取り組みも進め、少しずつ効果が表れてきておりますが、これらの一

時的な投資や、新卒新入社員の大幅増加など将来に向けた投資を行った結果、販売費及び一般管理費は大幅に増加

いたしました。

店舗展開におきましては、小型食品スーパーの西尾久店（東京都荒川区）を平成24年３月２日に新規出店したこ

とにより、当第２四半期会計期間末の店舗数は20店舗となっております。

以上の結果、売上高は289億41百万円、営業利益は４億15百万円、経常利益は４億10百万円、四半期純利益は２億37

百万円となりました。

なお、平成25年２月期第１四半期決算より非連結決算に移行したことから、前年同四半期との比較分析は行なっ

ておりません（以下、「（３）キャッシュ・フローの状況」においても同じ。）。

　

（２）財政状態の分析

　当第２四半期会計期間末における総資産は、前事業年度末に比べ３億71百万円増加（1.7％）し、228億85百万円と

なりました。この主な要因は、新規設備投資等に伴う有形固定資産の増加、現金及び預金の増加及び商品の減少によ

るものであります。

　負債は、前事業年度末に比べ１億90百万円増加（1.0％）し、185億98百万円となりました。この主な要因は、支払手

形及び買掛金の増加、リース債務の増加、未払消費税等の増加、ポイント引当金の増加及び借入金の純減額によるも

のであります。

　純資産は、前事業年度末に比べ１億81百万円増加（4.4％）し、42億86百万円となりました。この主な要因は、四半

期純利益の２億37百万円、第16期期末配当金の50百万円によるものであります。

　

（３）キャッシュ・フローの状況

　当第２四半期会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という。）は、前事業年度末に比べ２億26

百万円増加し14億17百万円となりました。当第２四半期累計期間における各キャッシュ・フローの状況は以下の

とおりであります。
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（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動の結果得られた資金は、12億59百万円となりました。これは主に税引前四半期純利益４億13百万円、減価

償却費３億93百万円、仕入債務の増加額１億61百万円、たな卸資産の減少額１億59百万円によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動の結果使用した資金は、４億28百万円となりました。これは主に新規設備投資等に伴う有形固定資産の

取得による支出３億87百万円及び新規出店予定店舗に係る差入保証金の差入による支出38百万円によるものであ

ります。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動の結果使用した資金は、６億５百万円となりました。これは短期及び長期借入金の純減額４億45百万円、

リース債務の返済による支出額１億８百万円及び第16期期末配当金の支払額50百万円によるものであります。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

　当第２四半期累計期間において、当社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じた課題

はありません。

　

（５）研究開発活動

　該当事項はありません。
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第３【提出会社の状況】

１【株式等の状況】

（１）【株式の総数等】

①【株式の総数】

種類 発行可能株式総数（株）

普通株式 7,200,000

計 7,200,000

　

②【発行済株式】

種類
第２四半期会計期間
末現在発行数（株）
（平成24年８月31日）

提出日現在
発行数（株）

（平成24年10月15日）

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 2,101,000 2,101,000

大阪証券取引所

ＪＡＳＤＡＱ

（スタンダード）

単元株式数

100株

計 2,101,000 2,101,000 － －

（注）提出日現在の発行数には、平成24年10月１日からこの四半期報告書提出日までの新株予約権の行使により発行され

た株式数は、含まれておりません。

　

（２）【新株予約権等の状況】

　該当事項はありません。　

　

（３）【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

　該当事項はありません。

　

（４）【ライツプランの内容】

　該当事項はありません。

　

（５）【発行済株式総数、資本金等の推移】

年月日
発行済株式
総数増減数
（株）

発行済株式
総数残高
（株）

資本金増減額
（千円）

資本金残高
（千円）

資本準備金
増減額
（千円）

資本準備金
残高
（千円）

平成24年６月１日～

平成24年８月31日
－ 2,101,000 － 368,638 － 277,500
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（６）【大株主の状況】

　 平成24年８月31日現在

氏名又は名称 住所
所有株式数
（株）

発行済株式総数
に対する所有株
式数の割合(％)

有限会社ライト経営　 埼玉県上尾市大字上210-3 635,000 30.22

有限会社ドクターホールディングス 埼玉県さいたま市大宮区寿能町１丁目38-9 375,000 17.85

川畑　博士 埼玉県さいたま市大宮区 315,000 14.99

スーパーバリュー従業員持株会 埼玉県上尾市愛宕３丁目1-40 117,130 5.57

ジャフコＶ2共有投資事業有限責任

組合
東京都千代田区大手町１丁目5-1 78,900 3.76

岸本　圭司 埼玉県さいたま市北区 60,000 2.86

川畑　昭子 埼玉県さいたま市大宮区 54,700 2.60

武井　典子 神奈川県横浜市港北区 33,100 1.58

楽天証券株式会社 東京都品川区東品川４丁目12-3 23,000 1.09

株式会社ジャパンミート 茨城県小美玉市小川956 20,200 0.96

計 － 1,712,030 81.49

　

（７）【議決権の状況】

①【発行済株式】

　 平成24年８月31日現在

区分 株式数（株） 議決権の数（個） 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式（自己株式等） － － －

議決権制限株式（その他） － － －

完全議決権株式（自己株式等） － － －

完全議決権株式（その他） 普通株式    　2,100,700 21,007 －

単元未満株式 普通株式　    　　　300 － －

発行済株式総数 2,101,000 － －

総株主の議決権 － 21,007 －

　

②【自己株式等】

　 平成24年８月31日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
（株）

他人名義
所有株式数
（株）

所有株式数
の合計
（株）

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合（％）

（自己保有株式）

㈱スーパーバリュー

埼玉県上尾市愛宕

三丁目１番40号
－ － － －

計 － － － － －

　

２【役員の状況】

 該当事項はありません。　
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第４【経理の状況】

１　四半期財務諸表の作成方法について

　当社の四半期財務諸表は、「四半期財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関する規則」（平成19年内閣府令第63

号）に基づいて作成しております。

　なお、前第２四半期累計期間は、四半期財務諸表を作成していないため四半期損益計算書等に係る比較情報は記載

しておりません。

 

２　監査証明について

　当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、第２四半期会計期間（平成24年６月１日から平成24年

８月31日まで）及び第２四半期累計期間（平成24年３月１日から平成24年８月31日まで）に係る四半期財務諸表に

ついて、有限責任 あずさ監査法人により四半期レビューを受けております。

　

３　四半期連結財務諸表について

　四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則（平成19年内閣府令第64号）第５条第２項により、当

社では、子会社の資産、売上高、損益、利益剰余金及びキャッシュ・フローその他の項目から見て、当企業集団の財政

状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況に関する合理的な判断を妨げない程度に重要性が乏しいものとして、

四半期連結財務諸表は作成しておりません。

　なお、資産基準、売上高基準、利益基準及び利益剰余金基準による割合は次のとおりであります。

資産基準 0.4％

売上高基準 0.1％

利益基準 1.7％

利益剰余金基準 1.0％
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１【四半期財務諸表】
（１）【四半期貸借対照表】

（単位：千円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,191,232 1,417,337

売掛金 200,193 233,209

商品 2,704,628 2,548,291

貯蔵品 10,664 7,417

その他 646,771 600,210

流動資産合計 4,753,490 4,806,465

固定資産

有形固定資産

建物（純額） 5,402,452 5,485,233

土地 8,053,414 8,302,627

その他（純額） 1,001,098 1,031,143

有形固定資産合計 14,456,964 14,819,005

無形固定資産 33,091 40,983

投資その他の資産

差入保証金 2,796,886 2,760,831

その他 472,912 457,813

投資その他の資産合計 3,269,799 3,218,645

固定資産合計 17,759,856 18,078,633

資産合計 22,513,346 22,885,099

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 4,287,398 4,448,656

短期借入金 3,840,888 3,375,856

未払法人税等 192,354 195,819

引当金 11,170 4,800

賞与引当金 195,910 203,300

ポイント引当金 155,855 228,718

その他 1,112,770 1,296,884

流動負債合計 9,796,347 9,754,035

固定負債

長期借入金 7,625,237 7,644,369

引当金 129,859 131,040

資産除去債務 223,310 241,604

その他 633,234 827,595

固定負債合計 8,611,640 8,844,610

負債合計 18,407,987 18,598,646
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（単位：千円）

前事業年度
(平成24年２月29日)

当第２四半期会計期間
(平成24年８月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 368,638 368,638

資本剰余金 277,500 277,500

利益剰余金 3,493,316 3,680,406

自己株式 △68 △68

株主資本合計 4,139,386 4,326,475

評価・換算差額等

繰延ヘッジ損益 △47,216 △50,369

評価・換算差額等合計 △47,216 △50,369

新株予約権 13,189 10,346

純資産合計 4,105,358 4,286,453

負債純資産合計 22,513,346 22,885,099

EDINET提出書類

株式会社スーパーバリュー(E03523)

四半期報告書

10/16



（２）【四半期損益計算書】
【第２四半期累計期間】

（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

売上高 28,941,564

売上原価 23,005,574

売上総利益 5,935,990

営業収入 136,212

営業総利益 6,072,202

販売費及び一般管理費 ※1
 5,656,542

営業利益 415,660

営業外収益

受取利息 9,016

受取配当金 15,000

受取手数料 48,695

その他 15,634

営業外収益合計 88,347

営業外費用

支払利息 90,361

その他 3,198

営業外費用合計 93,560

経常利益 410,447

特別利益

新株予約権戻入益 2,842

特別利益合計 2,842

税引前四半期純利益 413,290

法人税、住民税及び事業税 207,276

法人税等調整額 △31,497

法人税等合計 175,778

四半期純利益 237,511
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（３）【四半期キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

当第２四半期累計期間
(自　平成24年３月１日
　至　平成24年８月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税引前四半期純利益 413,290

減価償却費 393,403

引当金の増減額（△は減少） △5,188

賞与引当金の増減額（△は減少） 7,390

ポイント引当金の増減額（△は減少） 72,863

受取利息及び受取配当金 △24,017

支払利息 90,361

売上債権の増減額（△は増加） △33,016

たな卸資産の増減額（△は増加） 159,584

仕入債務の増減額（△は減少） 161,257

その他 302,975

小計 1,538,905

利息及び配当金の受取額 15,140

利息の支払額 △90,805

法人税等の支払額 △203,479

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,259,760

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △387,347

差入保証金の差入による支出 △38,100

その他 △3,130

投資活動によるキャッシュ・フロー △428,577

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △600,000

長期借入れによる収入 1,200,000

長期借入金の返済による支出 △1,045,900

配当金の支払額 △50,407

その他 △108,770

財務活動によるキャッシュ・フロー △605,078

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 226,104

現金及び現金同等物の期首残高 1,191,232

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,417,337
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【追加情報】

当第２四半期累計期間
（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

（会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準等の適用）

　第１四半期会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上の変更及び誤謬の訂正

に関する会計基準」（企業会計基準第24号　平成21年12月４日）及び「会計上の変更及び誤謬の訂正に関する会計基

準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号　平成21年12月４日）を適用しております。

　

【注記事項】

（四半期損益計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

（単位：千円）

給与手当 1,084,067

雑給 1,323,812

賞与引当金繰入額 203,300

退職給付費用 97,008

　

（四半期キャッシュ・フロー計算書関係）

当第２四半期累計期間
（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

※１　現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期貸借対

照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,417,337千円

現金及び現金同等物 1,417,337千円

　　

（株主資本等関係）

当第２四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

　配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額
（千円）

１株当たり
配当額（円）

基準日 効力発生日 配当の原資

平成24年４月13日

取締役会
普通株式 50,422 24平成24年２月29日平成24年５月14日利益剰余金

　

（金融商品関係）

当第２四半期会計期間末（平成24年８月31日）

　金融商品の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（有価証券関係）

当第２四半期会計期間末（平成24年８月31日）

　有価証券の四半期貸借対照表計上額その他の金額は、前事業年度の末日と比較して著しい変動がありません。

　

（デリバティブ取引関係）

当第２四半期会計期間末（平成24年８月31日）

　ヘッジ会計を適用しているため記載を省略しております。

　

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期累計期間（自　平成24年３月１日　至　平成24年８月31日）

　当社の事業は、流通販売事業並びにこれらの付帯業務の単一セグメントであるため、記載を省略しておりま

す。
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（１株当たり情報）

　１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎、潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎

は、以下のとおりであります。

　
当第２四半期累計期間
（自　平成24年３月１日
至　平成24年８月31日）

(1）１株当たり四半期純利益金額 113円05銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益金額（千円） 237,511

普通株主に帰属しない金額（千円） －

普通株式に係る四半期純利益金額（千円） 237,511

普通株式の期中平均株式数（千株） 2,100

(2）潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 107円46銭

（算定上の基礎）  

四半期純利益調整額（千円） －

普通株式増加数（千株） 109

希薄化効果を有しないため、潜在株式調整後１株当

たり四半期純利益金額の算定に含めなかった潜在株

式で、前事業年度末から重要な変動があったものの

概要

－

　

（重要な後発事象）

　該当事項はありません。

　

２【その他】

　該当事項はありません。
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第二部【提出会社の保証会社等の情報】
　該当事項はありません。
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　 独立監査人の四半期レビュー報告書　
　
　

平成24年10月12日
株式会社スーパーバリュー
取締役会　御中

　

有限責任 あずさ監査法人
　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 筆　　野　　　　　力　　印

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 内　　田　　正　　美　　印

　

　
指定有限責任社員

業務執行社員
　 公認会計士 筑　　紫　　　　　徹　　印

　

　

　当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株
式会社スーパーバリューの平成24年３月１日から平成25年２月28日までの第17期事業年度の第２四半期
会計期間(平成24年６月１日から平成24年８月31日まで)及び第２四半期累計期間（平成24年３月１日か
ら平成24年８月31日まで）に係る四半期財務諸表、すなわち、四半期貸借対照表、四半期損益計算書、四半
期キャッシュ・フロー計算書及び注記について四半期レビューを行った。
　
四半期財務諸表に対する経営者の責任
　経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して四
半期財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない
四半期財務諸表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用するこ
とが含まれる。
　
監査人の責任
　当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期財務諸
表に対する結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半
期レビューの基準に準拠して四半期レビューを行った。
　四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して
実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国
において一般に公正妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて
限定された手続である。
　当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。
　
監査人の結論
　当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期財務諸表が、我が国において一般に公正
妥当と認められる四半期財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社スーパーバリューの平成24年８月31
日現在の財政状態並びに同日をもって終了する第２四半期累計期間の経営成績及びキャッシュ・フロー
の状況を適正に表示していないと信じさせる事項がすべての重要な点において認められなかった。
　
利害関係
　会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はな
い。
　

以　上
　
　
(注) １　上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報告

書提出会社)が別途保管しております。
２　四半期財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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